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バルトン忌 2025 特別企画 

主催：NPO法人日本水循環文化研究協会  

協賛  

台湾政府：台北駐日経済文化代表処、中華民国僑務委員会僑務委員 林月理、陳五福 

企業：株式会社 NJS、管清工業株式会社、株式会社カンツール、株式会社日水コン、 

前澤工業株式会社（五十音順）  

市民団体：NPO法人日本スコットランド協会  

台湾団体：特定非営利活動法人育桜会、台湾国際美食創新交流協会、渋谷国際皮膚科、 

東和株式会社（日本華信） 

報道関係：水道産業新聞社、日本水道新聞社（五十音順）  

協力：東京台湾商工会、松江バルトン会 

 

 



バルトン忌 2025特別企画プログラム 

午前の部 10:20~11:00 墓参（青山霊園） 

午後の部 記念講演会 

13:00 開会の辞 総合司会・渡辺勝久 

 主催者あいさつ 酒井彰（水循環協） 

13:10 台北駐日経済文化代表処 謝長廷前代表挨拶 

13:25 バルトン先生と台湾に縁のある方々からの挨拶 

14:00 W.K.バルトンの妹、画家メアリー・ローズ 稲場日出子（水循環協） 

14:25 

 

バルトンの松江市衛生事項に関する復命書と台湾

～主に提出月日に関する仮説～ 

稲場紀久雄（水循環協） 

14:50 衛生思想展 2024 の成果から 岡崎秀紀（松江バルトン会） 

15:10 休憩（コーヒーブレーク）  

15:30 座談会：バルトン先生が拓いた日台の水インフラ

に関わる人の「環」 

謝長廷、八田修一（台湾世

界遺産登録応援会）、岡崎

秀紀、稲場紀久雄、鄧淑

晶、進行：酒井彰 

16:50 集合写真  

17:00 閉会の辞  
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レジュメ： バルトン特別企画 記念講演会   2025 年 8 月 5 日バルトン忌（東京） 

松江バルトン会   岡﨑 秀紀

【展示会概要・特徴】   ※展示会チラシ配布 

期間  2024.10.1〜11.3  於島根大学附属図書館 

ﾃｰﾏ  衛生の歴史（普及と実現）と４人の先人の業績

  【見どころ】 

◯黎明期に活躍した４人の人物にスポットをあてた。

◯ 長与専斎の衛生の概念、個人から社会へと拡大し得た業績は偉大である。

この過程をわかりやすく明らかにして公開した。 

  〇 ローレツに学んだ 2 人の医師（田野と後藤）が、国家衛生と自治衛生の両輪となって、  

衛生の道を推進した。 

◯ 田野俊貞がドイツ医学を学んだ当時の、最先端のドイツ語の医学文献（計 10 点）を

初めて公開した。 

  〇 バルトンが実施した全国 29 都市の衛生調査を日本地図の上に、また台湾での調査を 

台湾全島地図の上にプロットした。松江市の調査は、全国 26 番目であった。 

◯ バルトンの松江講演（1895）から発想した、「幸福の循環サイクル」と「自助力」の提言

※稲場紀久雄氏提言（『衛生の道』2023）

【新知見】 

◎ 日本の衛生思想のルーツは、愛知県公立医学校（現名古屋大学医学部の前身）

であった。このことを、新たな関係資料をもとに提示できた。

◎ 衛生思想実現の流れは、愛知県公立医学校でのローレツから田野・後藤、さらに

バルトンへと繋がる。

◯ ローレツと後藤、田野は同僚となり、ローレツから学んだ衛生学（hygiene ヒュギーネ）

を公衆衛生（社会全体の健康を守る）へと進展させた歴史を明らかにし公開できた。 

現代の予防医学の基礎を築いた業績といえる。 

◯ 後藤や田野が A.ローレツから衛生学を学んだ時期は、世界史的に見ても早く、

  日本では初であった。 

◯ 4 人の先人は、衛生思想の普及・実現および松江をキーワードに繋がっている。

◯ 台北と松江は、バルトンの上水道調査・計画ばかりでなく、下水道技術でも繋がった。

最新の下水道技術の情報（バルトン視察の海外情報）は、共通であった。

◯ 『明治三十二年 松江市衛生工事復命書』の末尾で、海外の最新下水道技術を

書いて、情報提供および注意喚起をしている（バルトン署名 1898.4.2）。 

テーマ  「2024 衛生思想展の成果から」 14：40〜15：00 

A.ローレツ(1864‐1884) 墺国出身、”衛生思想の祖”・”ドイツ医学教授”

1874 来日、76 年より愛知県公立医学校でドイツ医学・衛生学を教授。

田野俊貞(1855‐1910)  ”衛生思想普及の先駆者” 

   ローレツに学ぶ。後藤とは終生の友。衛生思想の普及（愛知・島根）に尽力。 

後藤新平(1857‐1929)   ”衛生国家の推進者” 

  ローレツに学ぶ。衛生局長、台湾民政長官、東京市長など政治行政分野で活躍する。 

W.K.バルトン(1856‐1899) 蘇国出身、”衛生工学の祖””上下水道の父”。 

1887 年来日。工科大学衛生工学教授、内務省技師。全国・台湾の水道設計に従事。 
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     ◯ バルトンは松江講演で「下水改良は市民の義務」（1895年）と強調した。その後、 

        松江市はこの提言を活かさなかった。財源を理由に上水道のみの対応で進んだ。  

 

  【成果・評価】  

   （１） 衛生思想の普及と実現を、世界と日本における衛生思想の動きと絡めて、 

         ４人の先人の業績を紹介しつつ説明できた。  

           展示会、図録とも、衛生思想分野では初めての取り組みであった。 

   （２）松江市民に衛生の考え方を起点にして、先人が取り組んだ上水道整備の歴史を 

      知ってもらうことができた。地域で初の衛生思想展示会であった。 

   （３） 『図録』の刊行は、この分野、テーマで初めてのものであった。 

      衛生思想の歴史を全国的に捉えて解説した『図録』の刊行は、大きな成果となった。 

     A.ローレツ、田野俊貞の略年譜は、最新研究の成果を取り入れ、充実した内容とできた。 

  

 【感想】  

    彼ら先人が築き上げた公衆衛生（手洗い、うがいなど）の考え方・指導法は、 

     コロナ禍において我が国でも日々励行した事実がある。 衛生学の中に衛生工学 

     （上下水道整備）があり、衛生と衛生工学は常に一体である。 
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 「衛生思想展示会を振り返って」 『山陰中央新報』 （2024年 11月 27日付） 
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島根大学附属図書館展示会「松江市における衛生思想の歴史と今」 
 
１．目的 

松江市における水道事業は、明治 39 年（1905）に松江市議会で議決され、大正 3 年（1914）か
ら工事を開始し、大正 7 年にやっと通水した。この発端は幕末からたびたび流行したコレラ、赤
痢、腸チフスなどの伝染病であり、その原因となった不衛生な井戸水などへの対応であった。解決
に向けて動き出したのは、愛知県公立医学校（現名古屋大学医学部）で後藤新平（後の衛生局
長）と共にオーストリア人医師ローレツから衛生学を学んだ後、後藤の推薦により松江市へ赴任し
た医師田野俊貞であり、松江市の水源地として左水

さ み ず

を提案した後、台湾の台北市の水道整備を進
めた衛生工学技師バルトンらであった。 

今回、松江バルトン会は、予防医学の気運が醸成されつつある中で衛生の考えを取り入れ、衛
生思想として松江市民へ広めた先人の努力と上下水道の歴史と今を紹介する。 
 
２．テーマ「松江市における衛生思想の歴史と今 －田野俊貞、後藤新平、ローレツ、バルトン－」 
 
３．主催  松江バルトン会   共催 島根大学附属図書館 
  後援  日本水循環文化研究協会、臺北自來水事業處、松江市上下水道局・文化財課、 

松江市医師会、島根県建築士会、松江東ロータリークラブ、城西公民館、 
福島造船鉄工所、今岡ギャラリー、城見エステート 

 
４．会場  島根大学附属図書館１F 展示室・多目的室（附属図書館３階） 
 
５．開催期間 
 (1)展示  令和６年 10月 1 日（火）～11月 3 日（日） 

＊10/12（土）～10/14（月・祝）は大学祭のため、休館。 
＊10/19（土）～10/20（日）のみ稲場紀久雄氏所蔵の貴重資料 3点を特別展示 

 (2)ギャラリートーク（場所：展示会場） 
     10月 1 日（火） 10:30～11:00 ギャラリートーク（梶谷光弘氏） 
     10月 20 日（日） 10:30～11:00 ギャラリートーク（岡﨑秀紀氏） 
 (3)講演会 
  10月 1 日（火） 14:00～14:40 梶谷光弘氏「衛生の時代到来 
                                －衛生思想の普及と田野俊貞の活躍－」 
             14:50～15:30 松江市上下水道局 杉谷雄二氏「松江市の水道の歩み」   
  10月 20 日（日） 14:00～14:40 岡﨑秀紀氏「バルトンが計画した松江市と台湾の下水整備」 
             14:50～15:30 足立正智氏「近代化産業遺産としての    
       松江市水道施設と建造物」 
 (4)講話（場所：附属図書館 3階多目的室） 
  10月 18日（金） 15:00～15:30 日本水循環文化研究協会評議員・前理事長 稲場紀久雄氏 
          「都市の医師バルトン先生―松江と京都の足跡から―」 
             15:30～15:50 日本水循環文化研究協会 稲場日出子氏 

               「W.K.バルトンの妹メアリー・ローズ 130 年の旅をして 2024 年に帰還！」    
 (5)DVD 放映（展示会場入口の大型ディスプレイ）  
   自來水博物館と松江市上下水道局の紹介 
 
６．展示内容 
 （１）パネル 

入口ボード  松江バルトン会会長挨拶 
入口ボード  祝詞（日本水循環文化研究協会 評議員 稲場紀久雄氏より） 
入口ボード  祝詞（茶野節子氏より） 
入口スタンド 展示のねらい 
① 臺北自來水事業處長からのご挨拶（中国語・日本語訳） 
② 「予防」から「衛生」へ 
③ 田野俊貞について 
④ ドイツ人教師からドイツ医学を学んだ田野俊貞 
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⑤ 愛知県公立医学校・病院におけるローレツと後藤新平、 
⑥ ローレツが教えた衛生学、衛生警察 
⑦ ローレツから衛生思想を学んだ後藤新平と田野俊貞 
⑧ 松江市指定文化財「田野家住宅（旧田野医院）」の保存 
⑨ 松江市へもたらされた近代医学と衛生思想 
⑩ 医師後藤新平の活躍 
⑪ 後藤新平が著した『国家衛生原理』 
⑫ W.K.バルトンの紹介（全国調査地図） 
⑬ 松江市におけるバルトンの活動 
⑭ 台湾におけるバルトンの活動 
⑮ 松江市水道事業の歴史 
⑯ 協力いただいた団体・個人、参考文献   
 
写真１：田野俊貞、写真２：ローレツ・後藤新平から田野俊貞に贈られた写真と裏書、 
写真３：後藤新平、写真４：バルトンらとの記念写真、写真５ バルトン 
写真６：新店渓の取水口から下流および臺北市街を望む・臺北自來水博物館 建物と前庭 

 
 （２）展示台等 
  ① 田野俊貞の履歴と愛知県公立医学校での活躍 
  ② 島根県医学校・松江病院で活躍した田野俊貞 
  ③ 田野家が所蔵する洋書 
  ④ ローレツが愛知県公立医学校で教えた医学 
  ⑤ 田野俊貞の生涯の友人後藤新平 
  ⑥ バルトンの松江市における水道調査 
  ⑦ バルトンの台北における水道調査 
  ⑧ 田野俊貞、後藤新平、ローレツ、バルトンの関連図書  
  ⑨⑩田野俊貞が交流した人々 
  ⑪ 松江バルトン会関連書籍 
 
 （３）配布物 
  ①展示概要・展示パネル資料一覧・展示台資料一覧 
  ②茶野節子氏のローレツ研究紹介 
  ③松江の水道 通水百周年記念DVD『不舎晝夜』購入申込書 
  ④アンケート 
 

７．展示会場        
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島根大学附属図書館展示会「松江市における衛生思想の歴史と今」写真 
 

１ 展示会場 
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２ 10 月 1 日（火） 

（１） ギャラリートーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 講演会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 10 月 6 日（日） 日本水循環文化研究協会酒井 彰 理事長来館 
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４ 10 月 18 日（金） 

（１）開会行事 

 

（２） 稲場紀久雄・稲場日出子氏の講話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）鄧淑晶氏より本の寄贈 

 

（３）稲場紀久雄・稲場日出子氏、濱野靖一郎氏、鄧淑晶氏との座談会 
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５ 展示替え（10 月 19・20 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 10 月 20 日（日） 

（１） ギャラリートーク 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 講演会 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 新聞報道（山陰中央新報、2024 年 10 月 2 日） 
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日本水循環文化研究協会バルトン関係資料（Webpage掲載） 

スコットランドで育った W.K.バルトン（1856～1899）は、明治期の我が国において上下水道技術者

を育成するため、お雇い外国人として 1887年（明治 20 年）に招聘されました。来日後は、帝国大学工

科大学衛生工学講座の初代教授、内務省衛生局雇工師を兼務し、幾多のエンジニアを育成するとともに、

全国 28 もの都市をめぐり、上下水道事業に関する助言・指導を行い、日本の「衛生工学の始祖」と仰

がれています。 

 

本会では、前身の日本下水文化研究会の時代から、毎年、8 月 5 日の命日に青山墓地の墓前にお参り

し、講演会などを開いてきました。そのなかには、1999 年の没後 100 年記念事業、さらに生誕 150 年

を記念する 2006 年及び没後 110 年の２回にわたり、日本・スコットランド交流事業を東京・アバディ

ーン・エディンバラで開催しました。 

 

ここでは、本会が行ってきた W.K.バルトンを祈念する活動の記録を取りまとめてまいります。なお、

①は日本下水文化研究会法人化２０周年記念誌に掲載されたバルトン記念事業に関する章です。②は

2009年の日本とスコットランド記念交流事業の記録です。それぞれ文字をクリックしていただければア

クセスできます。③については、本会が刊行を続けている機関誌に収められた講演録です。1999 年に

行われたバルトン没後 100 年記念シンポジウム、1998 年以前、2000 年以降の講演録に分けて掲載して

おります。バルトン忌の講演録リストはこちらです。 

 

① 日本下水文化研究会法人化 20周年記念誌所収「W.K.バルトン記念事業」 

② W.K.バルトン記念日英交流事業 2009報告書 （W. K. Burton Memorial Anglo-Japanese 

Exchange Project） 

③ バルトン忌ならびにバルトン記念事業の足跡 

 

 

青山霊園のバルトン墓地の前には下記の看板が立っています。右の QRコードをクリックしていた

だくとこのページにリンクします。 

     

墓地の前の看板（左は霊園によるバルトンの紹介）と QR コードを拡大したもの 

  

1

sakai
タイプライターテキスト

sakai
タイプライターテキスト

sakai
タイプライターテキスト
さ

sakai
タイプライターテキスト

sakai
タイプライターテキスト

sakai
タイプライターテキスト

sakai
タイプライターテキスト

sakai
タイプライターテキスト



刊⾏年 講演開催年 号 タイトル 講演者・著者 講演形式等
1993 1992 5 墓碑が語るバルトン⼈脈 稲場紀久雄 バルトン忌講演
1993 1992 5 近代上下⽔道の⽗、バルトン 藤⽥ 賢⼆ バルトン忌講演
1993 1992 5 近代下⽔道の原点と現在‐未来 ⼩林 康彦 バルトン忌講演
1994 1993 6 バルトン先⽣来⽇経路の疑問 稲場紀久雄 バルトン忌講演
1994 1993 6 祖⽗パーマーを語る 樋⼝ 次郎 バルトン忌講演
1995 1994 7 バルトン 〜⿃海たへ⼦さんの遺稿から〜 稲場紀久雄 バルトン忌講演
1995 1994 7 バルトンと横浜 堀 勇良 バルトン忌講演
1995 1994 7 シスター・ザビエからの⼿紙 稲場⽇出⼦ バルトン忌講演
1996 1995 8 バルトンと京都 稲場紀久雄 バルトン忌講演
1996 1995 8 バルトンと福沢諭吉の不思議な関係 稲場⽇出⼦ バルトン忌講演
1996 1995 8 インドネシアで学んだこと ⽯井 明男 バルトン忌講演
2000 1999 11 バルトンと台湾の⽔道 ⻫藤 博康 バルトン百回忌 講演
2000 1999 13 バルトン没後百年記念シンポジウム プログラム・来賓あいさつ等 バルトン没後百年記念シンポジウム
2000 1999 12 バルトンと東京⽔道   増⼦ 敦 バルトン没後百年記念シンポジウム
2000 1999 12 バルトンとスコットランド  稲永 丈夫 バルトン没後百年記念シンポジウム
2000 1999 12 バルトンが遺した業績を集めて  照井 仁 バルトン没後百年記念シンポジウム
2000 1999 12 【パネルディスカッション】

      バルトンの偉業とその今⽇的意義
市川新・ 稲場紀久雄・ 坂本弘道・⽟井
義弘・早瀬隆司・（司会）酒井彰

バルトン没後百年記念シンポジウム

2001 2000 13 バルトン先⽣と周囲の⼈々 ⽯井 貴志 バルトン忌講演
2002 2001 14 ⼭の御爺・中川⾦治と東京の⽔源林 稲場 紀久雄 バルトン忌講演
2016 2015 28 下⽔道法改正法の成⽴とその期待〜⼤転換時代の事業改⾰⽬標 稲場紀久雄 バルトン忌講演
2016 2015 28 シャーロック・ホームズはスコットランド⼈だった

       〜謎と冒険に満ちた名探偵の世界へようこそ〜」
⽥中 喜芳 バルトン忌講演

2017 2016 29 バルトンが歩んだ道をたどって 平⼭ 育男 バルトン忌講演
2017 2016 29 下⽔⽂化研の三〇年及びバルトン⽣誕⼀六〇年にあたって 稲場紀久雄 バルトン忌講演
2018 2017 30 下⽔道⼈の夢を語る〜⻑与専斎、バルトン、久保赳、そして関⻄の群像 稲場紀久雄 定例研究会（関⻄）
2021 2020 33 ⼥傑・叔⺟メアリーとバルトン先⽣ 稲場 紀久雄 バルトン忌講演
2021 2020 33 三⼈のバートン、⼆⼈のドイル ⽥ 中  喜 芳 バルトン忌講演
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W. K. バルトン略年表 

 

  

西暦年 (和年号) バルトンの生涯 バルトンの仕事  その頃の日本のできごと

1856年(安政3年) エディンバラで誕生 (5月11日) 前年 「安政大地震」

1871年(明治4年)

   ~73年(明治6年)

エディンバラ・カレッジエイト・スクー

ルで勉学
明治5年 新橋横浜間鉄道開通 

1873年(明治6年)

~78年(明治11年) 

ブラウン・ブラザース社に入社

技術見習者として修業を積む
明治6年 銀座煉瓦街完成 

1880年(明治13年)

ロンドンで叔父コスモイネスと 共同で

「イネス&パルトン・エン ジニアリン

グ」を設立

明治12年 東京府がコレラ患者避

病院を開設 

1882年(明治15年) 衛生保護会主任技師となる 著書 「写真のABC」 出版  明治15年 日本銀行創立

1887年(明治20年)
日本政府の招聘により来日 (5月 20日)

帝国大学衛生工学講座初代教師となる 

後藤新平らと東北地方主要都市の衛生

調査を行う・7月 
明治20年 東京に電灯がつく

1888年 (明治21年) 

内務省衛生局雇工師兼職となる (1 月1

日)

東京市区改正委員会上水下水設計調査委

員主任となる (10 月12日) 

磐梯山噴火調査を行う・ 7月

「東京市区上水設計第一報告書」 を提

出・12月

明治21年 市制、 町村制公布

1889年(明治22年) 
「東京市下水設計第一報告書」を提

出・7月
明治22年 大日本帝国憲法発布

1890年(明治23年) 浅草凌雲閣・総監督 (基本設計担当) 浅草雲園完成 11月13日 明治23年 第一回帝国議会開く

1891年(明治24年)
長女多満 (たま) 誕生

英国土木学会会員となる

濃尾大地震被災地撮影・10月

写真集 『日本の大地震 1891」 出版
明治24年 上野一青森間鉄道開通 

1892年(明治25年) 著書 「都市の給水」 出版 明治25年 伝染病研究所創立

1893年(明治26年) 荒川満津 (まつ)と結婚

J. ミルンとの共著で写真集「日本の大

地震」を出版

写真集 「日本の生活風景」を出版

明治26年 碓氷峠にアプト式鉄道

開通

1894年(明治27年) 勲四等旭日小綬賞を贈与される (5月)  明治27年~28年 日清戦争

1895年(明治28年) 写真集 「日本の力士と相撲」 出版

1896年(明治29年)

帝国大学工科大学衛生工学教師解職

(6月20日) 

台湾総督府衛生工事顧問技師嘱託となる

(8月6日)

台湾全土の衛生工事調査と台北市、台中

市、 基隆市の上下水道の調査設計を委

嘱される (8月)

「衛生工事調査報告書」 を台湾総督府

に提出

日清戦争後明治28年に下関条約

により台湾が日本に譲される

1897年(明治30年) 台湾南部諸都市の衛生情況調査 明治30年 各地に米騒動起こる

1898年(明治31年) 台北市第2期上水道水源調査
明治31年 東京市改良水道通水

(日本橋・神田) 

1899年(明治32年)

英国への休暇帰国を願い出て日本に向か

い 東京で急逝 (肝臓アプセス)

享年43歳

明治32年 東京市水道工事完成。

落成式12月

（出典：W.K.バルトン生誕150年記念誌）
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⻄元年
(⽇本年號)

巴爾頓的⽣涯與重要事件 ⽇本的事件

*⽗親約翰・希爾・巴頓和⺟親凱薩
  琳・伊內斯的⻑男、出⽣於愛丁堡舊 *美國駐⽇總領事湯森・哈⾥斯來⽇就

⼀⼋五六  市區的羅利斯頓廣場廿七號(五⽉⼗⼀   任(⼗⽉廿⼀⽇)
安政三年  ⽇)

*⽗親是律師、歷史學者 *吉⽥松陰、松下村塾開校
*⺟親是提倡⼥性⼈權的前衛推動者
*遷居⾄克雷格宅邸、在美麗的郊區度 *⾼輪東禪寺英國公使館襲擊事件

⼀⼋六⼀   過幸福快樂的少年時代 *幕府遣歐使節團出航、福澤諭吉隨同
⽂久⼆年 * (⼀⼋六三年伊藤博⽂等⼈前往英國)

*亞瑟・柯南・道爾(⼩三歲)是親同
 ⼿⾜的兒時玩伴

⼀⼋七⼀〜⼀⼋七三 *岩倉遣外使節團出航(⼀⼋六三年⼗
明治四〜六年 進⼊愛丁堡⾼等專科學校學習   ⽉⼋⽇)

⼀⼋七⼆ 遠眺投宿愛丁堡皇家飯店的岩倉遣外使 *新橋―橫濱間的鐵道開通
明治五年 節團團員 *伊藤博⽂副使向格拉斯哥⼤學提出⼯

  部省⼯部寮⼯學校教師派遣之申請

⼀⼋七三〜⼀⼋七⼋ 作為安東尼・⾙斯・布朗的徒弟、進⼊ *明治六年：⼯部寮⼯學校開設(亨利、 
明治六〜⼗⼀年 布朗兄弟(船舶機械製作)公司學習技   戴爾、⽶倫等九名被派遣⾄⽇本

術 * (⼀⼋七七年：⻄南戰爭⽇)
從印度歸國的舅舅(古斯摩・伊內斯・ *⼤久保利通被暗殺(五⽉⼗四⽇)

⼀⼋七⼋ 朱尼爾)成為英國⼟⽊學會會員(⼀⽉ *⽵橋騒動鎮壓(⼋⽉廿三⽇)
明治⼗⼀年 ⼗五⽇)、跟著舅舅學習⼟⽊衛⽣⼯學等

技術 * (⼀⼋七九年：⽇本松⼭霍亂疫情發
  ⽣、死者⾼達⼗萬⼈)

*在倫敦與舅舅合夥設⽴「伊內斯&巴
⼀⼋⼋〇   爾頓⼯程技術顧問公司」 *井上外務卿向各國宣布條約修正⽅案
明治⼗三年 *和舅舅共同執筆撰寫《⼀般住宅衛⽣    (七⽉六⽇)

  檢查》⼀書發⾏

⼀⼋⼋⼀ *⽗親約翰・希爾逝世(⼋⽉⼗⽇)
明治⼗四年 *列⼊英國攝影協會會員(⼗⼀⽉⼋⽇)

*晉升為倫敦衛⽣保護協會主任技師
*在英國攝影協會的總會上朗讀〈修改 *⽇本銀⾏設⽴

⼀⼋⼋⼆   明膠過程〉論⽂
明治⼗五年 *著書《現代攝影術ABC》發⾏(出版 *東京的芝、神⽥等地區出現霍亂疫

 德語版、法語版等、並再版多次、   情、死者超過三萬⼈
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⻄元年
(⽇本年號)

巴爾頓的⽣涯與重要事件 ⽇本的事件

 是英國攝影界最被寄予厚望的攝影家 * (⼀⼋⼋三年⼤⽇本私⽴衛⽣會創設)

⼀⼋⼋四 *東京府神⽥污⽔下⽔道施⼯
明治⼗七年 在倫敦萬國衛⽣博覽會時、遇⾒永井久 *永井前往歐洲各國考察、調查上下⽔

⼀郎  道制度
*接受帝國⼤學⼯科⼤學招聘、遠從英 *帝國⼤學令公布(三⽉⼆⽇)

⼀⼋⼋六   國前來擔任衛⽣⼯學教師 *未曾有的霍亂疫情⼤流⾏、⾸都東京
明治⼗九年 *渡邊洪基校⻑委請駐英公使河瀨真孝   成為「瀕死的都市」(全國患者⼗五

  ⾯試⼈選   萬⼈、死者⼗⼀萬⼈)
*來⾃河瀨公使的⾯試合格
*在英國攝影記者送別會上被推薦成為
  英國攝影協會榮譽會員
*經由美國來⽇ *永井久⼀郎出版《巡歐紀實衛⽣⼆⼤
*就任帝國⼤學⼯科⼤學⼟⽊⼯學科衛   ⼯程》(四⽉⼀⽇)

⼀⼋⼋七   ⽣⼯學⾸位教師(五⽉廿六⽇) *⿅鳴館⽩熱電燈點燈(⾸次的點燈營
明治⼆⼗年 *舅舅(古斯摩・伊內斯・朱尼爾)逝   業)

  世
*與後藤新平等⼈進⾏北⽇本主要都市
  的衛⽣調查(七⽉)

*進⾏磐梯⼭⽕⼭噴發調查

*擔任東京市區改善委員會⾃來⽔供⽔
  及污⽔下⽔道設計調查委員會主任(⼗ *市制・町村制公布(四⽉廿五⽇)

⼀⼋⼋⼋   ⽉⼗⼆⽇) *磐梯⼭⽕⼤噴發(死者四百四⼗四 
明治廿⼀年 *提出「東京市區供⽔設計第⼀報告書」   名)(七⽉⼗五⽇)

  (⾸都東京⽔道計畫)(⼗⼆⽉) *東京市區改善條例公布(⼋⽉⼗六⽇)
*受託擔任內務省衛⽣局顧問技師(⼗⼆
  ⽉廿四⽇)
*⽇本攝影會設⽴、就任書記(六⽉七

⼀⼋⼋九   ⽇) 
明治廿⼆年 *提出「東京市區改善污⽔下⽔道設計 *⼤⽇本帝國憲法公布

  第⼀報告書」(七⽉六⽇)
*巴爾頓弟弟古斯摩・伊內斯・巴頓和
  弟媳蕾⾙卡來⽇(七⽉七⽇)
*設計監督淺草⼗⼆樓(凌雲閣) *⽔道條例公布(⼆⽉⼗⼆⽇)

⼀⼋九〇 *弟弟古斯摩・伊內斯驟逝於上海(⼗ *第三屆國內勧業博覽會舉辦
明治廿三年   ⽉卅⼀⽇) *第⼀屆帝國議會開議(⼗⼀⽉廿五⽇）

*淺草⼗⼆樓開始營業(⼗⼀⽉⼗⼀⽇)

⼀⼋九⼀ *成為英國⼟⽊學會準會員 *上野―⻘森間鐵道開通
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⻄元年
(⽇本年號)

巴爾頓的⽣涯與重要事件 ⽇本的事件

明治廿四年 *濃尾⼤地震受災地調查(⼗⽉廿⼋⽇) *濃尾⼤地震房屋全燒毀約⼗四萬戶、
  死者約七千⼆百名

*攝影集《⽇本的⼤地震⼀⼋九⼀》出版
*攝影集《⽇本的⽕⼭：第⼀冊 富⼠

⼀⼋九⼆   ⼭》出版
明治廿五年 *⾺德克《⼩鳶⼩姐―明治廿三年的 *傳染病研究所設⽴

  羅曼史》的攝影師(凸版印刷純中階
  調攝影製版印刷)
*⻑⼥多滿誕⽣(九⽉⼆⼗⽇)

⼀⼋九三 *英國攝影展覽會舉⾏，五⽉⼗四⽇起
明治廿六年   為期⼀個⽉

*妹妹瑪麗・蘿絲・希爾來⽇(四⽉)
*與荒川滿津結婚(巴爾頓四⼗歲・滿
  津廿⼆歲)(五⽉⼗九⽇) 上陸檢疫以防瘟疫的擴散(六⽉七⽇)

⼀⼋九四 *妹妹瑪麗・蘿絲・希爾離開⽇本(⼗⽉六⽇) *東京地震(M7.0) (六⽉⼆⼗⽇)
明治廿七年 *攝影集《⽇本的戶外⽣活⾵景》出版 *向清朝宣戰(⼋⽉⼀⽇)

*《都市的供⽔及⽔道設施的建設》出版
*東京地震引起淺草⼗⼆樓⼤樓⿔裂
進⾏整修⼯程 

*⽶倫與妻⼦利根⼀起離開⽇本(六⽉ *⽇清條約(四⽉⼗七⽇)
⼀⼋九五   廿⼀⽇) *台灣割讓給⽇本、台灣總督府條例  
明治廿⼋年 *攝影集《⽇本的⼒⼠與相撲》出版    制定(⼋⽉六⽇)

*辭任帝國⼤學⼯科⼤學衛⽣⼯學教師
   (六⽉⼆⼗⽇)(後任中島鋭治)
*勳四等旭⽇⼩綬章授贈
*依後藤請託就任台灣總督府衛⽣⼯程

⼀⼋九六   技術顧問 *河川法交付(四⽉⼋⽇)
明治廿九年 *受台中市、基隆市上下⽔道調查委託 *⽇本郵輪、歐洲定期航路開始

   (⼋⽉)
*向總督府提交《衛⽣⼯程調查報告書》
*考視察上海、⾹港、新加坡居留地 
  (⼗⼀⽉下旬起三個⽉)
*作為內務省衛⽣局技術顧問，在東京、 
  ⼤阪、京都、名古屋四⼤城市，函館、 

⼀⼋⼋九〜⼀⼋九六   橫濱等五個開港都市，仙台、廣島等縣
明治⼆⼗〜明治廿九年   廳所在城市，以及下關、⾨司等⼆⼗⼋

  個都市進⾏上下⽔道計畫的指導
*衛⽣⼯學技術者⼈才輩出
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⻄元年
(⽇本年號)

巴爾頓的⽣涯與重要事件 ⽇本的事件

⼀⼋九七 *傳染病預防法公布
明治三⼗年 *台灣南部各城市的衛⽣狀況調查 *京都帝國⼤學設⽴

*帝國⼤學改稱為東京帝國⼤學
  (六⽉廿⼆⽇)

*後藤新平就任台灣總督府⺠政⻑官
⼀⼋九⼋ *台北第⼆期⾃來⽔道⽔源調查 *東京市公所開設(⼗⽉⼀⽇)
明治卅⼀年 *調查時不幸感染地⽅⾵⼟病九死⼀⽣ *痢疾、傷寒桿菌⼤流⾏

*⺟親凱薩琳逝世於伯雷斯⾦宅邸
⼀⼋九九 *準備回英國度假前在東京遽逝(⼋⽉ *東京市⽔道⼯程完成
明治卅⼆年   五⽇)、享年四⼗三歲 *瘟疫患者出現(⼗⼀⽉五⽇)

*葬於⻘⼭靈園(⼋⽉七⽇)
⼀九〇〇 *妹妹瑪麗・蘿絲過世(六⽉五⽇)
明治卅三年 *⾨⽣、友⼈、熟識者共同攜⼿建置巴 *下⽔道法、污物掃除法公布

  爾頓墓碑
*巴爾頓的永⽥町官舍全燒毀(⼆⽉九⽇)

⼀九〇⼀ *滿津及多滿兩⼈受⾙爾茲花、普林克 *英外相向林公使提出⽇英同盟
明治卅四年   利、巴爾頓同⽗異⺟的姊姊及⽶倫等   條約草案(⼗⼀⽉六⽇)

 ⼈⽀援
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一五四四 

　一五九三　

一六○九

　一六二四 八月、オランダの東インド会社が台南に到着。台湾の西部を占領

　一六二六 スペインが台湾北岸を占領

浜田弥兵衛が台湾を襲撃

一六二七 オランダがキリスト教布教を本格化する 

一六二八 七月、浜田弥兵衛とオランダ長官ヌイスとが講和を結ぶ

一六三四 ゼーランジャ城 (現・安平古堡) 完成 

一六四二 オランダが台湾北岸からスペインを追放

一六五三 ブロビンシア城 (現・赤嵌楼) 完成

一六六一 三月、鄭成功が澎湖島に上陸、台湾にいるオランダに攻撃開始

十二月、オランダが投降、台湾から撤退する

一六六二 五月、鄭成功死去 (三九歳)。アモイにいた長男の鄭経が後継者に

一六八四 清朝の台湾統治が始まる 

一八五六 淡水、基隆、安平、打狗 (現在の高雄) を開港、宣教師のキリスト教布教を許可

一八五八 天津条約によって台南・安平 (アンピン) 港や基隆港が欧州列強に開港される

一八七一 牡丹社事件。宮古島の漁民六六人が台湾に漂着、五四人が先住民に殺害される 

一八七四 日本の台湾出兵（征台の役)。 以後、清朝は台湾積極開発政策を採る

一八八四 清仏戦争が勃発して台湾もフランス軍に攻撃される

一八八七 劉銘伝が基隆―台北間に鉄道を敷設 

一八九四 七月、日清戦争が始まる

一八九五 四月、日清戦争後の下関条約で、台湾および澎湖諸島が清朝から日本に割譲される

五月、アジア最初の共和国ともされる台湾民主国が成立

六月、日本軍が基隆、台北、淡水と北部の主要拠点を制圧。台湾総督府が始政式典を挙行 

十月、台湾民主国が崩壊 

一八九六 原敬が台湾事務局に同化と非同化の「台湾問題二案」を提出。同化政策を主張

一八九七 台湾住民の国籍選択最終期限 

「台湾売却論」の登場

一八九八 土地調査事業が始まる

三月、四代総督に児玉源太郎就任、後藤新平も同時に総督府民生局長に就任 

一八九九 九月ニ六日、「株式会社台湾銀行」の営業開始

一九○○ 台南―高雄間に鉄道開通 

十二月、三井財閥による台湾製糖株式会社成立

一九○一 総督府が水利事業の整備のため「台湾公共埤圳規則」を公布

十月、台湾神社鎮座式

十ー月、地方制度変更。台湾全土に二○の庁を設ける

一九○二 抗日勢力が壊滅的な状態となる

一九○三 土倉龍治郎が台北電気株式会社を設立 

一九○五 土地調査事業が終了

この年度より日本国政府の補助金を辞退

一九○八 台湾南北を縦貫する鉄道の縦貫線が完成

一九一○ 台湾初の人口調査。三一○万人

ポルトガル船が台湾の近くを通過し、この島をフォルモサと名づける

豊臣秀吉が台湾の「高山国」に入貢させようと原田孫七郎を使者として派遣したが、実現せず

徳川家康が有馬晴信に命じて台湾を攻撃。原住民を捕虜として連れ帰る
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一九一一 二月、阿里山鉄道開通

一九一五 最後の抗日武装反乱・西来庵事件 (タパニー事件）が勃発  

一九一八 初の文官総督、田健治郎が八代総督に就任 

総督府の本庁舎が完成

台湾総督明石元二郎が各公営・民営発電所による台湾電力株式会社を設立

一九二○ 八田與一が「嘉南大圳」建設に着工

一九二一 一月、林献堂らが台湾議会設置運動を始める 

十月、台湾文化協会発足。林献堂が会長に就任

一九二二 蓬莱米の栽培に成功。台湾の米の生産が大きく進展する

一九二三 鳥居信平が設計した地下ダム「二峰圳」が完成 

一九二五 五月、治安維持法が台湾でも施行される

一九二七 台湾文化協会が分裂、また台湾民衆党が結成される

一九二八 台北帝国大学開校 

一九三○ 「嘉南大圳」が完成

十月、台湾山間部の霧社で先住民の蜂起事件（霧社事件）が起きる

一九三四 台湾議会設置請願運動を停止する 

日月潭第一発電所の完成

一九三五  新竹・台中地震

 日月潭第二発電所の建設開始 

十月、「台湾始政四〇周年記念大博覧会」を開催

一九三七 皇民化運動実施

一九三八 五月、国家総動員法が台湾でも施行される

一九四○ 台湾人の日本名使用を進める「改姓名運動」を展開

一九四一 皇民奉公会の発足 (皇民化推進)

一九四三 正式に義務教育が実施される

一九四四 九月、徴兵制度が実施。同時に台湾住民にも衆議院の選挙権が認められる

児童の就学率が九二・五パーセントとなる

一九四五 日本が連合軍に戦敗し、第二次世界大戦が終わる

十月二五日、台北公会堂 (現・台北中山堂)で「中国戦区台湾地区降伏式」が行われる

一九四六 五月三一日、勅令により台湾総督府は廃止され、日本の台湾統治が終わる

一九四七 二月二八日、「二二八事件」が起きる

四月二二日、陳儀行政長官を罷免、長官公署を廃止し、「台湾省政府」を設置

一九四八 五月、蒋介石が第一期総統に就任

一九四九 国民党政府、中国本土より撤退し、政府を台北に移す。台湾に戒厳令をしく

十月一日、中国共産党が「中華人民共和国」の建国を宣言

一九七一 国連で国民党政府が「中国」の代表権を喪失。同時に国連から脱退

一九七二 蒋経国、行政院長に就任。日華平和条約が終了、日本と断交

一九七三 十大建設開始。このころの前後、「奇跡」といわれた経済成長が続く

一九七五 総統・蒋介石死去。厳家淦が総統、蒋経国が国民党主席に就任

一九七八 蒋経国が総統に就任

一九七九 一月一日、アメリカと国交断交

四月、アメリカが台湾関係法を制定

十二月、美麗島事件。高雄で起きた民主化を目指す人々のデモ隊と警官隊との衝突
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一九八六 九月、台湾初の野党、民主進歩党が結成される

一九八七 七月十五日、戒厳令解除

一九八八 一月、蒋経国が急死、副総統だった李登輝が総統に昇格。初の台湾出身者の総統

一九八九 四月、外省人二世の独立運動家・鄭南容が焼身自殺

一九九一 五月、「動員勘乱時期臨時約款」を廃止、中国との戦争状態終結を宣言

一九九五 江沢民主席が台湾政策八項目を提案、李登輝総統が対して六項目を提案

一九九六 三月、台湾で初の総統選挙。李登輝が過半数の得票率で当選

一九九八 上海で台湾と中国の窓口交流機関代表が会談

一九九九 マグニチュード七・三の台湾大地震発生、死者二〇〇〇人以上

二○○○ 陳水扁 (民進党) が総統選挙で当選、中国国民党が初めて野党となる

二○○二 台湾がWTOに加盟

二○○三 世界最高層 (当時) のビル 「台北101」 (一〇一階) が完成

二○○四 二月、二五〇万人が手をつないで台湾に向けて配備した中国のミサイルに抗議

二○○七 一月、台湾新幹線開業

二○○八 三月、総統選挙で国民党の馬英九が当選、国民党が政権を奪還

五月、蔡英文が民進党主席に就任 (民進党初の女性党首)

二○一○ 台湾と中国とで経済協議 「ECFA」を締結。馬英九の中国傾斜に大きく批判の声が上がる

二○一二 日本の尖閣諸島国有化で日台関係緊迫。

二○一四 12年国民基本教育（中国語版）を実施。ひまわり学生運動が起こる。

二○一六 蔡英文が総統に就任し、民進党が政権を奪還。鴻海精密工業がシャープを買収。

二○一七

二○一八 台中フローラ世界博覧会を開催。宜蘭線普悠瑪号脱線事故発生。

二○一九

二○二○ 台湾で新型コロナウイルスの感染確認。中央流行疫情指揮中心の下で防疫対策に乗り出す。

二○二二

二○二四 頼清徳が総統に就任。WBSC世界野球プレミア12で台湾が初優勝。

台湾省を事実上廃止。台湾民衆党結成。

ペロシ米下院議長が台湾訪問。

一月、馬英九が総統に再選される

台北ユニバーシアードを開催。

新北市が発足。台北国際花の博覧会を開催。
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